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・文献情報

深谷 亮, 山村 毅, 工藤 博章, 松本 哲也, 竹内 義則, 大西 昇, 単語の頻度統計を用いた文章の類似性

の定量化―部分的類似性の考慮―, 電子情報通信学会論文誌　VOL.J87-D2 No.2, pp.661-672, 2004
・文献選択理由

議論の幅を広げるために，自分がしている教育システムの研究には関わるけれども，直接的には教

育支援システムの研究ではない技術的な基礎研究にあたる文献をあえて選んでみました．

・文献が掲げる目的

オリジナルな文章と他人の文章を真似て作成した文章を区別する方法を明らかにすること（特に既

存の文章の単語を置き換えるような真似に対応可能な文章類似性評価の手法を提案すること）．

・目的達成のための手段

まず，他人の文書を真似て書かれた文章の分析と類型化により研究対象の明確化をしている．その

うえで，単語間の類似性を評価する方法としてＥＤＲ概念辞書を用いた評価式を提案し，文章を文

へ分割する手法と形態素解析を用いて，文章を構造をもつ単語の集合に置き換え，これを用いて文

間および文章間の類似性を評価する式を定義している．この評価式により，文章の類似性を定量化

している．

・評価の方法

学生にオリジナルな文章と真似をして作った文章とを作成させ，提案する評価式を用いて類似性を

定量化し，他の定量化の手法（n-gram 及び TF-IDF の方法）と比べてどのていど両者を区別できる

かを評価している．また，実際に提出された学生レポート間での評価も行なっている．


